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249.ハイブリッドレンズ

■従 来 の 円錐 角膜 眼 の屈 折矯 正

円錐角‖莫は不正舌L視を呈しているためソフ トコンタク

トレンズ は,ft cl■ltact lclls i SCL'で は良好な屈折矯 :

効果が得 られない したがって 球面カープ 多段カー

ブ カスタ′、カーブ といったハー ドコンタク トレンズ

(hard contact lens i IICI_)が 屈折矯正の第一選択 とな

り 2点 l‐ ll1 3点 接触によるフ イッテ イングがなされ

る|. 
しかし HCLl〒 有の異物感. レンズ下への異物の

侵人による角膜 卜皮「中害 また病期の進行に1｀ 卜う角l・ 突

出部とレンズ哀而の l―触による角膜障害 疼痛 はずれ

やすいといった不 具合が生 じる それに対 して SCL
の上に HCLを 装用するビギーバックレンズシステムが

考案 され フイッテ イングの安定1■ と装用感の改善が得

られたが.酸素透・」性の低下や装用の煩わしさに問題が

ある1 
強膜レンズは 強膜アライメントにフイットし

レンズ裏面は涙液リザーブにより角1莫 に接触することな

く眼球前
~l・

114を 覆 う大 きな HCLで ,使用感も良 く屈

折矯 I「 効果も良lllだ が 国内未承認ゆえ入手困難で限定

処方となる また. フ ィッティングにはあるli度の・
‐

lヽ練

を要する  そこで登場 したのが  1記の問題点を一挙

に解決するハイブリッドレンズである

●ハイブリッドレンズの適応

ノヽ イブ リッ ドレンズは、 中′さ占
`は

RCP trijd gas

pcrmcable)素 ll 周・」部はソフ ト素材 という異なるレ

ンズ素材が重合することにより構成されてお り (図 1)

SCLの 装用快適 Hlと HCLの 良好な屈折矯 F効 果の メ

リットを兼ねlmえ ている 以下 日本木承認 レンズでは

あるが、 当院で処方しているLCS社製 EveBnd Sincolle

を例に述べる

ハイブリッドレンズが迪応となる症例は. 11フ イッ

ティングが不良 装用感が忠いHCLの装りl者 12円鉾

角膜をはじめとしたイ`正乱視限. 3すべての屈折異常
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円錐角膜眼の加1折矯正において ソフ トコンタク トレンズ (SCL)は  装用感は良いが良好な視力が得 られな

い したがって 良好な嬌正視力が得 られるハー ドコンタク トレンズ (IICL)が第一選択 となるが 一方で装用

感の不良と とくに進行例では角膜に障害を起こすことがある SCLと HCLの欠点を補い利点を合わせ もつハ

イブリッドレンズについて概説する
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図 l EveBrid Sih① neの レンズデザイン

a11)kl貞 100′つRCP素 11と Dk`責 5()′)シ リコーン′ヽイ |ヾ ,レ

ゲル素材を重合したボタンからレースカ /卜 製法にて作製さ

れる blレ ンズ司辺部はシリコーンハイドログル ソフ ト

レンズ スカー ト Dk値 50 レンズ し、部はリジッドセン

トラルブーン 直径 850HllH Dk値 100 レンス給直径は

(202()Laboratoire LCSよ
',市

云載 ,

(近 視 遠視 乱視眼)「 ピギーバ ックレンズ装用者 .

である

|ハ イ ブ リッ ドレンズの処 方 テ クニ ック

ー見.簡単そうに思える処方だが意外に■lが深い 従

来の円錐角膜限への処方 と異なる点は,強 li部 や 限瞼部

にはレンズ周辺部を構成する SCL部分がフ イットする

ことより 2点接触や点接触処方ではないという点であ

る 処方のポイントは,処方交換を最小限に いかに効

率よく いかに最高視力を出し いかに快迪で安全な/1t

方 をするかにある 図 2に 本 レンズのパラメー タを示

す

(1)ハ ー ド部分のベースカーブの選択

アピカルタッチによる角膜上皮障害が生 じないよう

涙液 リザープを調整する (図 2)ス テ ィープ フ イッ

ティングでは 上皮障害を起こしにくいが エッジ部分

の接 ilや 国着により具物感の原因や涙液交換不良の原因
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図 2 EleBrid Sniconcの レンズパラメータと理想的なフィッ

ァィング

a:,ヴ ―ヽド部分のBC i戻液り■l― プを調整する 第一選ll

トライアルレンズのBCは  へve K-02mmで ある 2ハ ー

ド部分のEL:角 膜に回着しないよう 安定したフイテ イング

と共適な装用感が得られるよう-13-,30の 範囲で選択す

る トライアルレンスますべて EL=Standard 0 0で ある |こ

Skirt J:良好なレンズ センタリングとレンズの回着をFl」 正

するために そのltl↑ は 10,ス テ ィープ|か ら+]01フ ラッ

ト,ま で5段 ltあ る bl:II想 1句 なフィッティングの高分子フ

ルオレセイン染色パターン b2:フ ラットなEIゆ え EIを マ

イナス |-051へ ,ス ティープヘl b3 スティープなELゆ
えELを プラス 1105'´ (ヽフ ラットヘ

'12020 Laboratoire LCS 共リー部転載 |

となる また レンズ下の涙液 レンズによる遠視化で矯

正視力 も不良 とな りやす い  方. フラ ッ ト フ イッ

テ ィングでは 視力は出やすいが 異物感や角膜 卜皮 市

害の リス クが高 まる 第一選択 トライアルレンズのベー

スカーブ (base curve:BC)は ,Ave K+02mmと さ

れている ア ビカル タッチによるフルオ レセ イン ステ

イニングが生じた場合は,BCを スティープにする BC
部のフィッティングはスティープ過ぎてもフラット過ぎ

ても装用感はイく良となる

(2)エ ッジリフトの選択

ハー ド..分のエッジリフト(edge lift:EI´ )は , レン

ズが角膜に固有 timpillgillg)し ないよう 安定 した

フィッティングと快迪な使用感が得られるよう 13～
■30の 範 llで 選択する (図 2' トライアルレンズはす

べて EL=Standard 0 0で ある

上記 (1)(2)の フイッティング.ni幣 は l.液 をフルオ

図 3 高分子フルオレセイン (「]uo Soll)

ソフトレンズ素材に,,透 しないII分子フルオレセイン

を■理食塩水に溶解し レンスドに満たして装用し

フイッティングを|・H察 する

レセインで染色し スリットランプ トで観察することが

必須である しかし トライアルレンズの周辺部はシリ

コーン素 llで あるため 通常のフルオレセインでは色素

が周辺部ソフトレンズに浸透してしまう ソフトレンズ

素材に浸透しない高分子フルオレセイン液をレンズ下に

満たして装用し観察する必要がある (図 3)

(3)Skirt Jの選択

Skirt Jは ハー ド部分に続 く周辺のソフト部分が角

膜輪部から強膜 .l.分 にかけてアライメントにフィット

し 良好なレンズ センタリングとレンズの同右を防 L

するために その傾斜を-10(ス テイープ)か ら市10

(フ ラット
'ま

で 5段 階で調節するものである 1図 2)

レンズの光学 .・ (ハ ー ド.F.分 ,が常に瞳子L領 を覆い. レ

ンズが瞬日により025～ 0 50 mnl動 くことが lll節 の日

安となる また 前眼部 OCTの C ASIA(ト ーメーコー

ボレーション)のある施設では そのフィッティングを

ビジュアルで観察することも可能である トライアルレ

ンズはすべてJ=00である

●ま と め

フィッティングイ`良 装用感不良 不正乱視による矯

正視力不良 そしてあらゆるコンタクトレンズユーザー

に辿応のあるハイブリンドレンズ IEyeBrid SiHcone'を

紹介した とくに円lFtt lu‐ 眼への処方においては、最高

視力を出し, 角膜に障害を生じさせず.良好な装用感を

得るために, 高分子フルオレセインを用いた BCと EL
とskirt Jの lil整が77L方 のポイントとなる
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